
様式第８号（第１１条関係） 

 

松本市地域づくり推進交付金実績報告書 

 

令和７年 ３月３１日 

（あて先）松本市長 

 

（申請者）  東部地区町会連合会 

 

１ 交付決定額  

 

２ 本年度実績の報告 

 ⑴ 本年度の交付金事業の報告 

① 事業名： 地域振興事業 

実 施 主 体 東部地区町会連合会、東部地区福祉ひろば ほか 

実施日（期間） 令和６年１０月～令和７年３月 

実 施 場 所 東部公民館ほか 

事 業 概 要 

ウォークラリー事業（東部を知ろう運試し、お宝探訪）や楽団ケ・セラ演奏会

等を実施後、食事会（カレー会）を行い、参加者の親睦や交流を深めるもので

す。 

令和６年１０月 ５日(土) 東部を知ろう運試しウォークラリー 

１２月２７日(金) 公民館、福祉ひろば大掃除 

令和７年 ３月 ８日(土) 楽団ケ・セラ演奏会 

         ３月２０日(木) お宝探訪ウォークラリー 

地 域 づくりの 

成 果 ・ 効 果 

各事業や食事会を通して、地区内外の参加者の世代間交流や親睦を深めると

共に、音楽を通じた活力及び癒しの場を提供することができました。 

 また、グループで力を合わせてクイズに答えながら、地域の井戸や史跡、建物など

を巡ることにより、新たな交流が生まれると共に、地域の魅力を再発見する場となり

ました。 

課 題 

 より多くの地区住民に関心を持っていただき参加してもらえるように、幅広い層へ

の情報発信、逆に層を絞った情報発信を行ったり、魅力ある事業展開など、新規参

加者の増加に繋がるよう取り組みます。 

決 算 額 
ａ＋ｂ＋ｃ 

財 源 内 訳 

ａ ｂ ｃ 

１４１，４１４円 １０２，０５８円 ６，３１９円 ３３，０３７円 

ａ ： 本年度の交付金額のうち、この事業に充当した額 

ｂ ： 前年度の交付金の繰越額のうち、この事業に充当した額 

ｃ ： この事業に充当したその他の財源の額 

 

② 事業名： ラジオ体操講座、交通安全教室 

実 施 主 体 東部地区町会連合会、こども会育成つぼみの会 

実施日（期間） 令和６年７月２８日（土） 

実 施 場 所 清水小学校（グランド） 

Ｉ 金５５０，０００円 



事 業 概 要 

 子どもから大人まで幅広い世代が集まり、誰もが一度はやったことのあるラジオ体

操の効果的な動きを、公認１級ラジオ体操士から学び、世代間の交流を深めるもので

す。 

 また、ラジオ体操終了後に交通安全教室を開催し、東部交番警察官から、夏休み中

の交通安全について、世代を問わず注意する点の講話をいただきます。 

参加者全員に、交通安全啓発うちわを配布します。 

地 域 づくりの 

成 果 ・ 効 果 

 ラジオ体操は、手軽にでき、また早朝の清々しい空気の中で、心身のリフレッシュに

繋がり、参加者の世代間交流や親睦を深めることができました。 

 交通安全教室は、ラジオ体操講座終了後に行うことにより、休み中の交通安全につ

いて、地域や親子で考える機会となりました。また、啓発うちわを配ることで、交通安

全を意識するきっかけとなりました。 

 

課 題 

 地域や親子参加者増や、地域を挙げた交通安全事業など、組織的な企画・運営に

継続的に取り組みます。 

 

決 算 額 
ａ＋ｂ＋ｃ 

財 源 内 訳 

ａ ｂ ｃ 

７１，２４０円 ７１，２４０円 円 円 

 

③ 事業名： 東部納涼祭 

実 施 主 体 東部地区納涼祭実行委員会、東部地区町会連合会 

実施日（期間） 令和６年８月10日（土） 

実 施 場 所 下横田公民館 鯛萬の井戸 

事 業 概 要 

 子どもも大人も幅広い世代を対象に、水の町東部の地元の名水に親しみながら、

親睦と交流を図るものです。 

地 域 づくりの 

成 果 ・ 効 果 

 親しみやすく、参加しやすい形式をとることで、子どもから大人まで、２世代、３世代

での参加や、学生の団体など幅広い世代の方から参加いただきました。 

 ゲームをしたり、生演奏を聴いたり、鯛萬の井戸で涼みながら、参加者の親睦と交

流を深めることができました。 

 

課 題 

 単なる人集めのイベントとならないよう内容を工夫し、希薄化する地域内の繋がり

や地域の活性化に繋がるように取り組みます。 

 

決 算 額 
ａ＋ｂ＋ｃ 

財 源 内 訳 

ａ ｂ ｃ 

１３２，２８２円 １６，２４３円 円 １１６，０３９円 

 

④ 事業名： 東部地区代表者会議 

実 施 主 体 東部地区連合会 

実施日（期間） 令和６年５月～令和7年3月（６回開催） 

実 施 場 所 東部公民館 

事 業 概 要 

東部地区専門団体（１２団体）の代表者が集まり、組織間の情報交換をすることに

より、それぞれの団体の活性化と相乗効果を上げるとともに、地区の課題解決に向け

た協議や、意見集約を図る場として開催するものです。 

 



地 域 づくりの 

成 果 ・ 効 果 

 地区内町会や専門団体が一体となって、地区の課題解決に向けた取組みや、地区

の全体事業を円滑に企画・運営するために会議を開催（年６回）しました。 

課 題 

 地区の活性化や参加者の広がりに繋がるよう、協議や学習の場として、引き続き活

発な議論が行われるように取り組みます。 

 また、令和８年度開催予定の東部複合施設（地域づくりセンター、公民館、福祉ひろ

ば、デイサービスセンター）開館３０周年イベントの具体的な事業内容を検討します。 

 

決 算 額 
ａ＋ｂ＋ｃ 

財 源 内 訳 

ａ ｂ ｃ 

１４，３００円 １４，３００円 円 円 

 

⑤ 事業名： 東部複合施設防災訓練、東部地区避難訓練 

実 施 主 体 東部地区町会連合会、東部地区日赤奉仕団、東部複合施設 

実施日（期間） 令和６年10月25日（金）、令和７年３月９日（日） 

実 施 場 所 東部複合施設 

事 業 概 要 

 東部複合施設（地域づくりセンター、公民館、福祉ひろば、デイサービスセンター）の

防災訓練（通報、避難誘導、初期消火、避難はしご、ＡＥＤ取扱い訓練）と、地区避難

訓練を通して、職員や利用者、地域住民の防災意識を高めるものです。 

 また、複合施設防災訓練に併せて日赤奉仕団による炊き出し訓練を行うものです。 

 

地 域 づくりの 

成 果 ・ 効 果 

 丸の内消防署員の指導のもと、通報訓練や避難誘導訓練、初期消火訓練（消火器

取扱い訓練）の他、救急講習（ＡＥＤ訓練）を行い、災害時の初期対応等を確認でき

ました。 

 また、避難はしごの設置訓練を行い、避難経路の確保等について学びました。 

 地区避難訓練は、消防団第一分団から消火栓の使い方を、理学療法士からは避難

時のエコノミークラス症候群予防の体操を学びました。 

 日赤奉仕団による炊き出し訓練では、パッククッキングでカレーライスを作りまし

た。 

課 題 

 機器取扱訓練や炊き出し訓練などを継続的に行い、地域防災力の底上げを図りま

す。 

 また、町会単位での安否確認、情報連携体制を確立し、地域全体の防災意識の向

上にも取り組みます。 

 

決 算 額 
ａ＋ｂ＋ｃ 

財 源 内 訳 

ａ ｂ ｃ 

１９，０００円 １９，０００円 円 円 

 

⑥ 事業名： 文化祭 

実 施 主 体 東部地区文化祭実行委員会、東部地区町会連合会 

実施日（期間） 令和６年11月１７日（日） 

実 施 場 所 東部公民館、 

事 業 概 要 

 地区住民の文化、余暇活動の活性化と、参加者の親睦と交流を図るものです。 

 ・学びの成果を発表する機会(地区住民やサークル、デイサービス利用者の作品 

展示) 

 ・音楽会（サークル発表、小中学校コーラス） 



 ・講演会（ＳＢＣラジオ「もっとまつもと！」パーソナリティ塚原 正子さん） 

地 域 づくりの 

成 果 ・ 効 果 

 作品展示と音楽会を同日に開催することで、両方を１日で鑑賞できるようしました。

幅広い年齢層の参加があり、親睦や世代間交流を深め、音楽を通じた癒しの場を 

提供することができました。 

 講演会は、初めの企画でしたが、大勢の方に参加いただき、松本市と東部地区の 

歴史を交えながらの愉快な講演で、楽しいひとときを提供することができました。 

 

課 題 

 サークル活動の衰退や、作品出展にも陰りが見られるなか、魅力ある事業内容や

サークル活動の後押しを行い、出展増や集客に繋がるように取り組みます。 

 

決 算 額 
ａ＋ｂ＋ｃ 

財 源 内 訳 

ａ ｂ ｃ 

１１８，０５３円 ８８，３１６円 円 ２９，７３７円 

 

⑦ 事業名： 餅つき大会 

実 施 主 体 東部地区町会連合会、子ども会育成つぼみの会 

実施日（期間） 令和６年１２月７日（土） 

実 施 場 所 東部公民館 

事 業 概 要 

 臼と杵を使った昔ながらの餅つきを通して、伝統行事の継承を図るとともに、世代

間交流を深めるものです。 

地 域 づくりの 

成 果 ・ 効 果 

 多くの子どもと保護者に参加いただき、大人も子どもも一緒にお餅をつき、世代間

交流や地域・家族の絆を深めることができました。 

 つきたてのお餅は、５種類の味付け（あんこ、きな粉、ごま、みたらし、あべかわ）にし

て、その場でおいしくいただきました。 

 

課 題 

伝統行事や協調性を学ぶ場、五感を養う場、世代間交流を深める場として、引き

続き地区内外の多くの子どもや保護者が参加できるように取り組みます。 

 

決 算 額 
ａ＋ｂ＋ｃ 

財 源 内 訳 

ａ ｂ ｃ 

１０，９１６円 １０，９１６円 円 円 

 

⑧ 事業名： 東部地区新年祝賀会 

実 施 主 体 東部地区町会連合会 

実施日（期間） 令和７年１月６日（月） 

実 施 場 所 東部公民館 

事 業 概 要 

東部地区の役員、住民が一堂に会する新年会を開催し、交流と親睦を深めるもの

です。 

地 域 づくりの 

成 果 ・ 効 果 

 東部地区の役員と住民が一堂に会し、１年の平穏を祈願し、新年の希望や抱負を

語らい交流し、親睦を深めることができました。 

 また、祝宴に先立ち琴と尺八の演奏を鑑賞していただき、新春らしい華やかな雰囲

気となりました。 

 



課 題 
 若者の地域参加や担い手不足が課題の中、多様な世代が活躍できる持続可能な

地域づくりの場、意見交換、交流の場として開催していきます。 

決 算 額 
ａ＋ｂ＋ｃ 

財 源 内 訳 

ａ ｂ ｃ 

３０９，０３３円 ４４，５５２円 円 ２６４，４８１円 

 

⑨ 事業名： 地域防災力向上事業（防災キャンプ） 

実 施 主 体 東部地区町会連合会 

実施日（期間） 令和６年7月２７日（土） 

実 施 場 所 東部地区防災緑地 

事 業 概 要 

 地域の親子を対象に、災害時に役立つ、薪割り、火おこし、テント設営、新聞紙を

使ったスリッバ作り、パッククッキング等を体験し、親子で「我が家の防災計画」を作

成し、有事に対処する力を養うものです。 

 

地 域 づくりの 

成 果 ・ 効 果 

 薪割り、火おこしなどの体験は、親子で力を合わせて達成する良い経験となりまし

た。 

 「我が家の防災計画」作成は、親子で話し合いながら防災について考えるきっかけ

となりました。 

また、防災緑地でイベントを行うことにより、防災緑地の存在や意義を地区住民に

知っていただく機会となりました。 

 

課 題 

 単なる人集めのイベントとならないように、住民に主体性を持たせ、防災について

考えるきっかけとなるように取り組みます。 

 

決 算 額 
ａ＋ｂ＋ｃ 

財 源 内 訳 

ａ ｂ ｃ 

８５，８２０円 ６，５６９円 円 ７９，２５１円 

 

⑩ 事業名： 地域防災力向上事業（防災備品購入） 

実 施 主 体 東部地区町会連合会 

実施日（期間） 令和６年９月12日（木） 

実 施 場 所 東部地区地域づくりセンター（防災倉庫） 

事 業 概 要 

 備蓄していた保存水の保存年限が迫っているため、購入するものです。 

地 域 づくりの 

成 果 ・ 効 果 

 災害時の非常用飲料水として確保します。 

災害・非常用５年保存水２００㎖ １２０本を購入しました。 

 

 

課 題 
 防災備蓄品を適切に管理し、計画的に補充を行います。 

 

決 算 額 
ａ＋ｂ＋ｃ 

財 源 内 訳 

ａ ｂ ｃ 

１５，６００円 １５，６００円 円 円 

 



 

⑪ 事業名：  地域防災力向上事業（救急用品補充） 

実 施 主 体 東部地区町会連合会 

実施日（期間） 令和７年３月 

実 施 場 所 東部地区地域づくりセンター 

事 業 概 要 

 公民館に備え付けの救急用品の定期的な点検、見直しを行い、補充を行うもので

す。 

地 域 づくりの 

成 果 ・ 効 果 

 応急的な救急用品の点検、補充を行いました。 

 （カイロ、不織布マスク、絆創膏、湿布、酔い止め、痛み止め、胃腸薬、除菌シート 

ガーゼはさみ） 

 

課 題 

 利用者等の救急時に迅速に対応できるように、定期的に救急用品の点検、補充を

行います。 

 

決 算 額 
ａ＋ｂ＋ｃ 

財 源 内 訳 

ａ ｂ ｃ 

５，４２３円 ５，４２３円 円 円 

 

 

決 算 額 ( 計 ) 
（①＋②＋③） 

Ａ＋Ｂ＋Ｃ 
財 源 内 訳 

Ａ Ｂ Ｃ 

 ９２３，０８１円    ３９４，２１７円     ６，３１９円    ５２２，５４５円 

Ａ ： 各事業のａの合計額 

Ｂ ： 各事業のｂの合計額 

Ｃ ： 各事業のｃの合計額 

 

⑵ 本年度の積立実績の報告 

事業名：東部地区複合施設開設３０周年記念事業 

積 立 目 的 東部地区複合施設開設３０周年記念事業実施のため 

積 立 期 間 令和４年度から    令和７年度まで （本年度  ３年目） 

積立ての 
目標金額 

４００，０００円 

積 立 実 績 

区分 積 立 額 
積立事業への 
積立金充当額 

差 引 累 計 

前年度 

までの 

積立経過 

１年目 ６０，０００円 円 ６０，０００円 

２年目 ６０，０００円 円 ６０，０００円 

３年目 円 円 円 

４年目 円 円 円 

５年目 円 円 円 

本年度の積立実績 
Ｄ         

１４０，０００円 
Ｅ          円 

Ｆ           

１２０，０００円 

合 計 額 ２６０，０００円   



本年度積立金を充当して実施した事業の概要 

 実 施 主 体  

 実施日（期間）  

 実 施 場 所  

 事 業 概 要 

 

 

 

 
地 域 づ く り の 

成 果 ・ 効 果 

 

 

 

決 算 額 
Ｅ＋Ｇ 

財 源 内 訳 

 Ｅ Ｇ 

   

充当後の積立事業取扱方針 

 積立継続（  年度まで）・ 廃止 

 廃止する場合は、積立金残高（Ｆ）の処理方法 

Ｅ ： 充当した積立金の額 

Ｇ ： その他の財源の額 

⑶ 本年度の交付金のうち、翌年度に繰り越す金額の報告 

Ｉ－Ａ－Ｄ 金       １５，７８３円 

  [参考]繰越上限額＝Ｉ×２／１０ 

 

３ 添付書類 

 ⑴ 事業実施が確認できる資料（チラシ・パンフレット、写真、新聞記事等） 

 ⑵ 積立をおこなった場合は、松本市地域づくり推進交付金積立承認通知書の写し 


